
市民による数々のおもてなしが大会を盛り上げた

管路の耐震化を進め、市民の衛生環境や都市機能を守る

影
響
は
大
き
く
、
シ
テ
ィ
キ
ャ

ス
ト
の
活
動
や
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト

等
の
大
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
中

止
や
縮
小
す
る
な
ど
、
大
幅
な

見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
開

催
さ
れ
た
今
大
会
で
あ
っ
た
が
、

本
市
で
は
、
市
民
参
加
型
の
大

会
の
実
現
と
レ
ガ
シ
ー
の
創
出

を
柱
と
し
、
地
域
と
市
民
が
元

総
務
常
任
委
員
会
は
、
２
月

24
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
３
件
、

陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承

と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
藤
沢
市
人
権
施
策

推
進
指
針
の
改
定
②
「
藤
沢
市

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
及
び
「
藤
沢

市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
基
本
方
針
」

の
策
定
③
藤
沢
市
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
の
策
定
（
最
終
報
告
）

―
―
以
上
３
件
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

〈
市
の
説
明
〉

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

１
月
25
日
及
び
２
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
。

１
月
25
日
の
委
員
会
で
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
概
要
と

現
在
の
活
用
状
況
及
び
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
行
っ
た
。

２
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
２
件
、
陳
情
１
件
を
審
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は

趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
生
涯
学
習
ふ
じ
さ

わ
プ
ラ
ン
2
0
2
6
の
策
定（
最

終
報
告
）
②
藤
沢
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
2
0
2
9
の
策
定（
最

終
報
告
）
③
東
京
2
0
2
0
オ

東
京
２
０
２
０
大
会
を
終
え
て

今
大
会
で
築
い
た
レ
ガ
シ
ー
を

　
次
世
代
、
そ
の
先
の
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ

本
市
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
と

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
組

行
政
と
都
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
終
え
て
④
本
市

に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の

実
施
状
況
と
今
後
の
取
組
⑤
藤

沢
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
（
最

終
案
）
⑥
学
校
教
育
ふ
じ
さ
わ

ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
―
―
以
上
６

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〈
市
の
説
明
〉

東
京
2
0
2
0
大
会
は
昨
夏

に
開
催
さ
れ
、
無
事
に
全
日
程

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
１

年
延
期
で
開
催
さ
れ
た
大
会
時

に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

気
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
地

元
住
民
や
、
市
内
19
の
関
係
団

体
で
構
成
す
る
支
援
委
員
会
な

ど
と
連
携
し
、
大
会
開
催
に
向

け
て
取
組
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

は
じ
め
と
し
た
医
療
や
危
機
管

理
等
に
万
全
を
期
し
て
臨
み
、

安
全
安
心
の
大
会
実
現
と
盛
り

上
げ
の
両
立
を
図
る
な
ど
、
地

元
自
治
体
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
市
に
お
け
る
取
組
の
成
果

と
し
て
は
、
江
の
島
会
場
の
競

技
運
営
が
国
際
競
技
団
体
か
ら

非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
た
こ

と
に
加
え
、
市
民
に
よ
る
数
々

の
お
も
て
な
し
や
、
江
の
島
の

景
観
等
も
選
手
関
係
者
か
ら
称

賛
さ
れ
た
こ
と
と
捉
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
組
や
景
観
は
、
広

く
国
内
外
に
配
信
さ
れ
、
藤
沢
・

江
の
島
を
発
信
す
る
、
ま
た
と

な
い
機
会
と
な
っ
た
と
考
え
て

国
で
は
、
各
自
治
体
が
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
・
内

容
を
具
体
化
し
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
や
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
な
ど
の
進
め
方
に
関

す
る
手
順
等
を
示
し
た
自
治
体

Ｄ
Ｘ
全
体
手
順
書
を
策
定
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
本

市
の
状
況
や
特
性
を
考
慮
し
た

具
体
的
な
取
組
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
た
め
、
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
（
案
）
を
作
成
し
た
。

本
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
業
務
の
効
率
化
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
藤

沢
市
行
財
政
改
革
2
0
2
4
基

本
方
針
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、

藤
沢
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
指
針
を

は
じ
め
、
関
連
計
画
等
と
整
合

和
４
年
４
月
に
こ
れ
ら
の
計
画

及
び
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ

の
後
は
市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
藤
沢
市
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
会
議

に
お
い
て
取
組
の
推
進
や
進
捗

管
理
を
実
施
し
て
い
く
。

常

委

会

任

員

・

別

員

の

特

委

会

動
き

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

多
機
関
協
働
事
業
等
を
進
め

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

厚生環境

総　務
い
る
。

ま
た
、
今
大
会
を
契
機
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
気
運
を
市
民

活
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
、
チ
ー
ム
Ｆ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
2
0
2
0
を

始
動
さ
せ
た
こ
と
、「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・

い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
の
理

念
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
制
定
し
た
こ
と
は
、
今
大
会

を
象
徴
す
る
レ
ガ
シ
ー
と
捉
え

て
い
る
。

今
大
会
を
通
じ
て
培
っ
た
市

民
力
・
地
域
力
、
さ
ら
に
は
、

チ
ー
ム
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
2

0
2
0
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
成
果
・

レ
ガ
シ
ー
を
、
藤
沢
の
輝
か
し

い
未
来
へ
向
け
た
新
た
な
活
力

と
し
て
、
次
世
代
、
そ
の
先
の

未
来
へ
と
着
実
に
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

性
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
方
向

性
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

前
提
と
し
た
考
え
に
立
ち
、
住

民
の
利
便
性
向
上
と
自
治
体
事

務
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
都
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。ま

た
、
市
民
目
線
を
大
切
に

し
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、

市
民
生
活
の
質
の
向
上
を
実
感

で
き
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

く
た
め
、
本
市
が
目
指
す
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
の
基
本
的
な
考
え

方
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
今
後
の
進
め

方
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
基
本

方
針
（
案
）
を
作
成
し
た
。

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
湘
南
の
元
気
都
市

に
ふ
さ
わ
し
く
、
明
る
く
元
気

に
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、

「
新
た
な
活
力
を
創
出
し
、
進

化
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
愛
着

と
誇
り
あ
ふ
れ
る
藤
沢
の
魅
力

を
未
来
に
受
け
継
い
で
い
く
」

と
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
令

補

正

予

算

（※）アセットマネジメント…下水道事業においては、①ヒト（組織・管理体制）②モノ（資産・施設（ストック）管理）③カネ（経営管理（投資・財政計画など））の３つの要素を活用し、
持続可能な事業運営を行っていくこと。

○
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
終
え
て

○
「
藤
沢
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

及
び
「
藤
沢
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
基
本
方
針
」
の
策
定
に
つ
い

て

子ども文教

ふ
じ
さ
わ
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
建設経済

と
な
る
湘
南
ふ
じ
さ
わ
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
効
率
的

で
効
果
的
な
運
営
を
し
て
き
た
。

現
状
で
は
、
急
速
に
進
む
下

水
道
施
設
の
老
朽
化
や
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
処
、
人

口
減
少
等
か
ら
想
定
さ
れ
る
下

水
道
使
用
料
の
減
収
な
ど
の
課

題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

も
公
営
企
業
と
し
て
経
営
の
健

全
性
を
維
持
し
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の

運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年

か
ら
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
※
）
運
用
に
向
け
て
ビ
ジ

ョ
ン
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た

に
ふ
じ
さ
わ
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）
を
作
成
し
た
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市
下
水

道
事
業
の
中
長
期
的
な
理
念
を

示
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し

て
、
計
画
期
間
を
５
年
か
ら
24

年
ま
で
の
20
年
間
と
し
た
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
は
、

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
を
迎

え
て
も
、
重
要
な
社
会
的
共
通

資
本
で
あ
る
下
水
道
を
子
ど
も

た
ち
に
引
継
ぎ
、
快
適
で
安
全

安
心
な
市
民
生
活
を
守
り
、
地

球
環
境
の
保
全
と
都
市
の
成
長

を
目
指
す
た
め
、
本
市
の
下
水

道
の
あ
る
べ
き
姿
を
「
湘
南
の

ひ
か
り
輝
く
海
・
ま
ち
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
下
水
道
」
と
し
た
。

基
本
理
念
を
具
現
化
す
る
た

め
に
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
た

基
本
方
針
は
、
①
元
気
な
下
水

道
を
次
の
世
代
へ
②
自
然
災
害

に
ま
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
③
美

し
く
豊
か
な
環
境
づ
く
り
④
未

来
へ
つ
づ
く
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

―
―
以
上
４
つ
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
ご
と
に

具
体
的
に
取
り
組
む
計
画
や
戦

略
な
ど
を
15
の
施
策
と
し
て
設

定
し
、
施
策
の
推
進
に
当
た
っ

て
共
有
す
べ
き
考
え
方
を
推
進

方
策
と
し
て
示
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
当

委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
市
議

会
６
月
定
例
会
の
本
委
員
会
に

て
最
終
報
告
を
行
う
。
ま
た
、

関
連
す
る
実
行
計
画
と
し
て
、

９
月
定
例
会
で
中
・
短
期
経
営

計
画
（
案
）
を
、
12
月
定
例
会

で
同
計
画
の
最
終
報
告
を
行
う
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

３
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。　

ま
た
、
①
藤
沢
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
の
改
定
（
最
終
報
告
）

②
藤
沢
市
都
市
農
業
振
興
基
本

計
画
の
改
定
（
最
終
報
告
）
③

藤
沢
市
地
産
地
消
推
進
計
画
の

改
定
（
最
終
報
告
）
④
ふ
じ
さ

わ
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
―

以
上
４
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

〈
市
の
説
明
〉

本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
平

成
23
年
に
整
備
・
経
営
の
指
針

○
ふ
じ
さ
わ
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）に
つ
い
て

応
す
る
た
め
、
藤
沢
型
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
と
包

括
的
支
援
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
き
た
。

令
和
３
年
４
月
施
行
の
改
正

社
会
福
祉
法
で
は
、
市
町
村
が

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
具
体
的
な
手
法
と
し
て
、
属

性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、
参

加
支
援
及
び
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
の
３
つ
の
支
援
を
一

体
的
に
行
う
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
を
新
た
に
規
定
し
て

お
り
、
実
施
を
求
め
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
既
に
分

野
を
超
え
た
包
括
的
な
支
援
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
は
本
市

の
取
組
や
考
え
方
を
後
押
し
す

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
今
後

は
関
係
部
局
や
機
関
と
、
そ
の

考
え
方
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

重
層
的
支
援
会
議
を
設
置
す
る

な
ど
、
多
機
関
協
働
事
業
等
を

進
め
て
い
く
。

今
後
の
推
進
体
制
と
し
て
は
、

重
層
的
支
援
体
制
の
考
え
方
を

全
職
員
が
共
通
認
識
と
し
て
持

つ
た
め
に
、
職
員
研
修
等
で
の

啓
発
を
進
め
る
ほ
か
、
各
支
援

関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
地
域
全
体
で
支
え
合

う
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
３
年
度
に
設
置
し
た

地
域
共
生
社
会
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
組
織
で
は
、
2
0
4
0
年

を
見
据
え
た
地
域
生
活
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
関
係
部
局
と
連
携
し
、

庁
内
検
討
委
員
会
に
提
案
し
て

い
く
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

１
件
、陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承

と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
ふ
じ
さ
わ
自
殺
対

策
計
画
の
中
間
報
告
②
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括

的
支
援
の
推
進
③
「
藤
沢
市
環

境
基
本
計
画
」
及
び
「
藤
沢
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
改
定
（
最
終
報
告
）
④
藤
沢

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

の
改
定
（
最
終
報
告
）
⑤
湘
南

東
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化

実
施
計
画
の
改
定
（
最
終
報
告
）

⑥
令
和
５
年
度
以
降
の
ご
み
収

集
体
制
―
―
以
上
６
件
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

〈
市
の
説
明
〉

本
市
で
は
、
地
域
生
活
課
題

の
複
雑
化
・
複
合
化
な
ど
に
対

と
決
定
し
た
。

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
本
市
の
対
応
等
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
２

月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢
都

心
部
再
生
及
び
公
共
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
①

藤
沢
市
民
会
館
等
再
整
備
に
係

る
基
本
構
想
（
中
間
報
告
）
②

藤
沢
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
改
定
③
藤
沢
駅
周
辺
地

区
再
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
―

以
上
３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

っ
た
。

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

８
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共

施
設
再
整
備
特
別
委
員
会

○
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
包
括
的
支
援
の
推
進
に
つ

い
て
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